
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・生徒授業アンケートを通
して授業改善プランを策定
させ、基礎学力の定着を図
り、深い学びにつなげる。

・生徒の授業満足度
80％以上にする。

・区学力調査で、全体
平均正答率を前年度比
＋２ポイント以上向上
させる。

・単元ごとに「目標→活動
→評価→振り返り」が記録
できるシートを導入（端末
等を用いてもよい）

・単元ごとの「めあ
て」提示率１００％

・振り返りに「学びが
あった」と答える生徒
の割合８０％以上

・学校図書館支援と連携し
た利用時の機能を充実させ
る。

・本屋大賞や夏の推薦図書
など、読みたくなる本を充
実させる。

・各学年の読書科の計画に
沿って、調べ学習と探究的
活動の充実を図る。

・図書館利用率と生徒
の読書量を前年度比＋
２％以上とする。

・３年間での系統的な
活動を通して、iPadで
の検索だけではなく、
書物を用いて調べるこ
とや読書活動によさを
感じる生徒を前年度比
＋５％以上とする。

・体育授業中の「中強度以
上の運動」時間を 授業の３
0％以上 に設定

・体力テストのデータを活
用した個別支援と目標設定

・学年平均体力テスト
スコアを 前年比＋１ポ
イント以上とする。

・運動が苦手な生徒への段
階的な指導

・運動が「好き」と答
える生徒の割合を 80％
以上 にする。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・特別支援校内委員会で対
応方針を決定し、各学年に
提案、巡回指導教員と担任
教員との連携強化など組織
体制を構築する。

・特別支援校内研修会
の週１回の確実な実施
と情報共有。

・巡回指導教員と担任
の週１回の情報共有。

・特別支援教育コー
ディネーターを中心と
した特別支援校内委員
会の充実。

次年度に向けた
改善案

コメント

体
力
向
上

・生徒の基礎学力の定
着とその伸長を図る。

・単元ごとの目標明確
化と振り返り活動

・年間を通じた「運動
チャレンジ企画」
（800ｍ走の計測等）
の実施

・日常的な運動習慣の
確立

学
力
向
上 ・読書科の更なる充実

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立東葛西中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・自ら進んでよく学びよく働く生徒になろう。
・心身ともに健康で粘り強い生徒になろう。
・豊かな個性を育て社会に役立つ生徒になろう。

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・生徒が自ら考え、判断、行動を起こし、日々成長を実感できる学校
・人権尊重の精神を生かし、自分も人も大切にする、いじめのない学校
・教職員一人一人が力を最大限に発揮し、使命感をもって組織的に生徒の育成に努める学校
・地域からも応援され、卒業生や保護者からも誇りに思われる学校

前年度までの本校の現
状

・授業改善とICT機器の積極的な活用により、生徒の授業への満足度は８０％を超えた。全国や区学
力調査等でも平均を上回ることができた。
・校内検討委員会の定期的な情報共有により、関係諸機関と積極的に連携し、どこともつながってい
ない生徒ゼロに向けての取組が組織化され、エンカレッジルームを整備し、生徒の居場所づくりとす
ることができた。

・全国や区学力調査からは、知識を問う問題では平均を上回るものの、記述式問題の得点率が低いことから、知識を活用して自
分の考えを構築・説明する力が十分に育っていないと推察される。
・不登校生徒および不登校傾向の生徒が７％おり、高止まりしている現状がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）



・SC/SSW・外部機関との
連携。

・エンカレッジルーム（別
室支援事業）活用の推進。

・不登校対策委員会を週１
回実施し、情報共有と個に
応じた支援や対策を協議す
る。

・どこともつながりの
ない生徒をゼロにす
る。

・エンカレッジルーム
とSCの利用生徒数を前
年度より増加させる。

・L-gateによる、毎日の生
活チェック

・月１回、いじめ防止アン
ケートを実施する。

・いじめ対策委員会を週1
回実施し、職員の情報共有
を徹底する。

・L-geteのメモ機能の
利用を全校で向上させ
る。

・長期不登校生徒を前
年度比－２％とする。

・教員によるホームページ
の主体的な更新。

週３回以上の更新。

・生徒会からのボランティ
ア活動、積極参加について
の発信を行う。

・前年度よりボラン
ティア活動参加生徒を
増やす。

・回覧・ICTを活用し会議
を精選する。

・分掌主任の進捗状況の把
握による短時間で効率的な
会議の実施。

・全教員、月残業時間
50時間以下。

・あいさつ運動等、生徒主
体の取り組みを充実させ
る。

・フォーサイト手帳を用い
た時間管理。

・生徒会による「みそ
あじ」運動に関わる活
動参加生徒の前年度比
＋１０％以上とする。

・１年を通しての使用
でアンケートを実施
し、課題と成果をまと
める。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

・自校の取組の積極的
な発信

・ボランティア活動の
充実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

・「学校における働き
方改革プラン」や「部
活動の方針」に従った
取り組みにより生徒と
向き合う時間を確保す
る。

・「みそあじ」運動の
徹底で自己肯定感を向
上させる。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・生徒の居場所づくり
ときずなづくり

・いじめの早期発見・
早期対応・早期解決を
組織的に行う。


